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2022年 2月 15日 

 

地域科学研究会 高等教育情報センター 

代表  青野 友太郎 

〈企画提案書〉 

“高等教育オーディオアーカイブズ”の整備事業 

～コアパースン３，０００人の講義ライブ１９７８－２０２１年～ 

 

Ⅰ．その目的 

日本の高等教育に伴走し、1978年から 44年余にわたり開催してきたＫＫＪ高等教育セミナー

における講義収録音声メディア及び配布資料の保存・整備を行うとともに、その活用事業を展開

する。 

 

Ⅱ．そのコンテンツ 

１．主なテーマ  ①高等教育計画と政策展開、②大学設置認可・届出行政、③大学の新増設・

改組事例、④大学・短大・大学院の教学プランと改革事例、⑤大学法人（学

校・国公）経営の活性化とガバナンス 

２．講師陣    ①行政担当者、②審議会等の委員、③大学・短大・大学院の役員・教員・職

員、④ジャーナリスト・編集者、⑤民間企業・NPO等の教育関係者 

３．収録期間   1978年～2021年 約 760回の 3,000人余の講義 

４．音声メディア ライブ収録したカセットテープ及び CD－R（2009年 10月以降） 

     80～120分／１講師 

５．配布資料   レジュメ＋関連資料・データ＋関連論考 35～70頁（３～５講師分） 

６．刊行物    高等教育資料集 1～30集、ハンドブック 1～11集、ＤＶＤブックⅠ～Ⅲ 

７．関連資料   『設置審査要覧』昭和 60年版～、『私学必携』昭和 57年版～＜一部＞ 

 

Ⅲ．その意義 

○3,000人余のコアパースンによる、その折々のリアルタイムでのホットな“オーラルヒストリー”

（語られた記録）には、記述された答申・計画書・報告書等の正史に比べ、“＋α”の本音や“こ

こだけ話”が含まれている。 

○わが国の高等教育の大衆化・ユニバーサル期の政策研究・高等教育研究、大学・学部等の新増設

の社会実装における貴重な第一次情報として、その活用が期待される。 

○小会の高等教育資料集 30 冊・高等教育ハンドブック 11 冊は、各講義録の反訳稿をベースに刊

行されたが、その編集段階で、カットされた箇所は多い。 

○また、わが国の学校（私立）法人システムは、今後のアジア・アフリカ・南米等の高等教育の拡

張期への先進モデルとなろう。 

 

Ⅳ．データの現況 

○現物は、桜美林大学の太平館教員研究室の一室に収納されている。カセットテープと配布資料
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は、かなり未整理のまま保管されていて、全セットがそろっているかは未確認状況である。 

○カセットテープ類については、35年以上を経ているものは、相当に劣化していることが想定さ

れる。 

 

Ⅴ．事業フレーム 

○国立教育政策研究所及び各大学の高等教育研究センターと連携し、大学共同研究機関として設

置する。 

○アーカイブズ開設準備委員会を創設する。 

○テープ・ＣＤ類及び配布資料は、ＫＫＪから“寄託”方式で提供する。 

○整備経費については、文科省の委託調査、科研費等の公的助成資金を含めた外部資金により調 

 達する。 

 

Ⅵ．作業シナリオ 

○高等教育の政策・計画・経営を専攻する大学院生・学部生のマンパワーにより、記録状況の確認

と目録作成 

○劣化しているものを含め、新たなメディアへのダビングによる保存 

○テーマ・シリーズごとの系統的な分類化 

○“高等教育オーディオアーカイブズ”の開設 

○活用研究サービス事業のスタート 

 

Ⅶ．参考資料 

１．高等教育計画と KKJ高等教育資料集の相関表 

２．年代順セミナーのパンフレットファイル集（1978～2020年） 

３．セミナーライブ／ビデオ版（1994～95年） 

４．ライブ資料のベストコレクション（2001～10年） 

５．大学の設置認可・届出セミナー（2004～16年） 

６．高等教育に係る業務経歴 

７．高等教育計画経営研究所の創設メッセージ 

以上 

 

   （連絡先）地域科学研究会 高等教育情報センター 
   代表  青野 友太郎 

    〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-3-10 
                ライオンズマンション平河町 101   
    TEL：03-3234-1231  FAX：03-3234-4993 
    E-mail：kkj@chiikikagaku-k.co.jp 
    ＨＰ：http://www.chiikikagaku-k.co.jp 

     担当  青野／島田 























 

町田キャンパス 太平館 

            ８０１－１研究室  （2020.8.4～） 

 


